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◎
平
成
二
十
一
年
度
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
大
会 

総
会

　

○
平
成
二
十
一
年
十
二
月
五
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
研
究
発
表

　

①
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
思
ふ
」

伊
原　

永
恵
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

②
神
功
皇
后
伝
承
の
諸
相

　
　
　
　
　
　
　
　

―
国
家
的
神
話
と
地
方
神
話
―

合
原　

彰
宏
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

③
創
造
的
想
像
力
の
発
達
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
師
の
は
た
ら
き
か
け

　
　

―
協
働
学
習
の
授
業
を
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
―

錦
古
里
眞
紀
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

◇
講
演
会

　

枕
草
子
の
性
格木

越　
　

隆
（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

◇
総
会

【
彙
報
】
（
平
成
二
十
一
年
四
月
～
平
成
二
十
二
年
三
月
）

◎
平
成
二
十
一
年
度
例
会

　

○
平
成
二
十
二
年
二
月
十
三
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
研
究
発
表

　

①
「
ジ
ブ
ラ
に
み
る
日
本
語
ラ
ッ
プ
の
押
韻
構
造
」

江
口　

遼
至
（
埼
玉
大
学
４
年
生
）

　

②
「
超
現
実
主
義
の
実
相
─
安
部
公
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
壁
』
に
つ
い
て
─
」

斎
藤　

朋
誉
（
埼
玉
大
学
四
年
生
）

　

③
「
『
源
氏
物
語
』
の
主
題
～
明
石
の
君
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

存
在
意
義
か
ら
見
る
～
」

鈴
木　

加
緒
里
（
埼
玉
大
学
四
年
生
）

　

④
「
『
古
事
記
』
の
構
想
～
「
秋
山
の
下
氷
壮
夫
と

　
　
　
　
　
　
　
　

春
山
の
霞
壮
夫
」
説
話
か
ら
見
る
～
」

星
野　

美
琴
（
埼
玉
大
学
四
年
生
）

◇
長
期
研
究
教
員
研
究
発
表

　

「
国
語
科
に
お
け
る
読
解
力
向
上
の
た
め
の
指
導
の
工
夫

―
「
学
び
合
い
」
を
中
心
と
し
た
文
学
の
授
業
―
」

佐
藤 

岳
輝
（
埼
玉
県
長
期
研
修
教
員
）

◇
修
士
論
文
発
表

　

①
「
『
源
氏
物
語
』
の
方
法
―
「
思
ふ
」
を
通
し
て
―
」

伊
原　

永
恵
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

②
「
上
代
地
方
伝
承
考
―
神
功
皇
后
伝
承
を
中
心
に
―
」

合
原　

彰
宏
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

③
「
子
ど
も
の
読
み
の
発
達
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
師
の
は
た
ら
き
か
け

　
　
　
　

―
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
理
論
を
も
と
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
業
分
析
を
と
お
し
て
―
」

阪
本　

眞
紀
（
埼
玉
大
学
大
学
院2

年
生
）

◇
退
職
記
念
講
演
会

　

「
西
尾
実
の
表
現
教
育
論
の
特
質
」

竹
長　

吉
正
（
埼
玉
大
学
教
授
）

◇
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
授
賞
式

◎
平
成
二
十
一
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目

　

○
修
士
論
文
題
目

　
　

平
成
二
十
一
年
度
修
了
生
（
平
成
二
十
二
年
三
月
修
了
）

「
『
源
氏
物
語
』
の
方
法
―
「
思
ふ
」
を
通
し
て
―
」

	

伊
原　

永
恵

「
上
代
地
方
伝
承
考
―
神
功
皇
后
伝
承
を
中
心
に
―
」

	

合
原　

彰
宏

「
子
ど
も
の
読
み
の
発
達
に
か
か
わ
る
教
師
の
は
た
ら
き
か
け

―
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
理
論
を
も
と
に
し
た
授
業
分
析
を
と
お
し
て
―
」

	

阪
本　

眞
紀
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○
卒
業
論
文
題
目

　
　

平
成
二
十
一
年
度
卒
業
生
（
平
成
二
十
二
年
三
月
卒
業
）

『
舞
姫
』
論　

─
豊
太
郎
は
な
ぜ
「
も
て
る
」
か
─

	

三
澤　

良
太

迦
具
土
神
話
の
意
図
に
つ
い
て
（
古
事
記
）	

新
井　

幸
子

「
空
色
勾
玉
」
の
研
究	

伊
藤
紗
与
子

星
新
一
作
品
論	

岩
崎　

弘
也

ジ
ブ
ラ
に
み
る
日
本
語
ラ
ッ
プ
の
押
韻
構
造	

江
口　

遼
至

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
分
析	

江
本　
　

央

小
学
校
に
お
け
る
詩
の
朗
読
に
つ
い
て	

大
嶋　

将
裕

漫
才
で
行
わ
れ
る
掛
け
合
い
か
ら
見
え
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
漫
才
の
傾
向

	

片
桐　

遼

「
慣
用
読
み
」
か
ら
日
本
語
変
遷
の
特
徴	

熊
谷　

浩
二

谷
崎
潤
一
郎
論	

小
竹　

章
裕

王
安
石
の
教
育
思
想
に
つ
い
て	

小
林　

健
吾

太
宰
治
『
女
生
徒
』
に
つ
い
て	

近
藤　

優
理

企
業
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
傾
向
と
効
果
的
な
表
現
法

	

齋
藤　

静
香

超
現
実
主
義
の
実
相
－
安
部
公
房
『
壁
』
に
つ
い
て
─

	

斎
藤　

朋
誉

樋
口
一
葉
研
究	

佐
久
間
翔
子

『
古
事
記
』
に
お
け
る
＜
鳥
＞
の
考
察	

佐
藤　

未
怜

関
東
の
小
中
学
校
に
お
け
る
鑑
賞
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

	

清
水　

園
美

学
校
現
場
に
お
け
る
音
読
教
育
へ
の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
詩
文
教
材
の
視
点
か
ら
─

	

清
水　

宏
明

志
賀
直
哉
論	

清
水　

美
那

三
国
志
に
お
け
る
関
羽
像
─
英
雄
の
原
型
─	

	

菅 
 

　

佑
基

『
源
氏
物
語
』
の
主
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
明
石
の
君
の
存
在
意
義
か
ら
見
る
～

	

鈴
木
加
緒
里

『
ド
ラ
え
も
ん
』
に
お
け
る
教
育
的
要
素	

鈴
木　

洋
子

佐
藤
春
夫
「
指
紋
」
研
究	

関
根
久
美
子

龍
と
皇
帝
と
の
関
係
─
漢
代
の
三
史
料
に
見
る
─

	
世
羅　

美
乃

ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
の
社
会
的
意
義	

反
町　

清
隆

現
代
に
お
け
る
文
字
考	

髙
橋 

 

　

彩

絵
本
の
役
割
と
そ
の
魅
力	

竹
田 

 

奈
央

漫
画
か
ら
子
供
の
理
想
を
見
る	

玉
田 

 

　

亮

あ
ま
ん
き
み
こ
研
究
～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
」
を
中
心
に

	

田
村 

 

容
子

小
学
校
教
育
に
お
け
る
「
伝
え
合
う
力
」	

永
野 

 

清
香

『
古
事
記
』
に
お
け
る
五
穀
の
起
源
神
話
の
意
義

	

二
宮 

 

　

文

村
上
春
樹
論
─
『
蛍
』
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
─

	

野
村 

 

一
葉

「
流
行
語
大
賞
」
か
ら
見
る
日
本
社
会
─

 
 
 
 
 
 
 

「
流
行
語
大
賞
」
の
選
定
基
準
を
も
と
と
し
て
─

	

古
畑 

 

那
知

『
古
事
記
』
の
構
想
～
「
秋
山
の
下
氷
壮
夫
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
山
の
霞
壮
夫
」
説
話
か
ら
見
る
～

	

星
野 

 

美
琴

教
師
に
特
定
の
話
し
方
は
あ
る
の
か	

松
永
千
亜
季

少
女
マ
ン
ガ
の
効
果
背
景
か
ら
み
る
視
覚
的
表
現

	

山
下　

真
穂

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
歌
で
見
ら
れ
る
手
の
動
き
に
関
す
る
分
析

	

山
田
由
紀
子
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編 

集 

後 

記

『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
第
十
四
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
に
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に

埼
玉
大
学
を
退
職
さ
れ
た
竹
長
吉
正
先

生
の
御
講
演
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
は
本
学
会
設
立
当
初
か

ら
本
学
会
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
す

の
で
、
そ
の
最
終
講
義
と
も
言
う
べ
き

御
講
演
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
格
別
な
こ
と
で
す
。
今
後
の
先
生

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
本
号
に
は
、
そ
の
ほ
か
論
文

三
点
、
訳
注
一
点
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
論
文

だ
け
で
な
く
、
実
践
報
告
や
エ
ッ
セ
イ

等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
ご
投
稿

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（T）

石
川
啄
木
そ
の
思
想
と
文
学 

吉
田　

隆
彦

◎
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞

第
十
一
回
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論

文
及
び
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ジ
ブ
ラ
に
み
る
日
本
語
ラ
ッ
プ
の
押
韻
構
造

 

江
口　

遼
至

漫
才
で
行
わ
れ
る
掛
け
合
い
か
ら
見
え
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
漫
才
の
傾
向

 
片
桐　
　

遼

超
現
実
主
義
の
実
相
─
安
部
公
房
『
壁
』
に
つ
い
て
─

 

斎
藤　

朋
誉

樋
口
一
葉
研
究 

佐
久
間
翔
子

『
源
氏
物
語
』
の
主
題

　
　
　
　
　
　
　

～
明
石
の
君
の
存
在
意
義
か
ら
見
る
～

 

鈴
木
加
緒
里

『
古
事
記
』
の
構
想
～
「
秋
山
の
下
氷
壮
夫
と

　
　
　
　
　
　
　
　

春
山
の
霞
壮
夫
」
説
話
か
ら
見
る
～

星
野　

美
琴




